
気仙沼で最大の
水産加工工場・八
葉水産社長、清
水トシヤ氏と、 気
仙沼フェリー乗場

前の帆布バッグ
ショップ・オーナー
宍戸正利氏は、
気仙沼をアピール
するイベントで、
帆布バッグの販

売を企画していた
が、津波は八葉
水産も帆布バッグ	
  
ショップも全てを

破壊してしまった。	
  

出来る事から	
  
始める！	


一日も早い気仙沼の復興を願う清水氏と宍戸氏は、全てを失ったにも関わらず、雇用創出のため、帆布
バッグ店舗のオープンを決意。清水氏は自宅前に有していた小料理店が幸いにも津波を免れて残ったの
で、その店舗を帆布バッグ店舗として提供し、宍戸氏は自宅を工房として職人さんを再雇用、生産を再開
した。こうした彼ら二人の努力によって、気仙沼の伝統である帆布バッグのギャラリーショップ「縁」は、６
月１１日に晴れてオープンした。	
  







お店を訪れるお客様に笑顔で飲物を
すすめるお店の皆さん	




千田ひろ子さん	
  
お父様の包装資材会社
が津波で全て流出…	
  
自宅は無事だった。	
  
千田さんには工房まで

ご案内頂いた。	


小山正枝さん	
  
自宅は無事だったが、
職場が全壊し、解雇。	
  
５分逃げるのが遅けれ
ば津波に呑まれていた

らしい…	
  

吾妻利佐子さん	
  
自宅が全壊、ご主人
の経営される水産加
工会社も全壊…	
  

菊田千春さん	
  
自宅アパートが大規模
半壊。さらに職場、そし
てご実家も全壊…	




宍戸氏の自宅は工房に…	




宍戸氏のお母様も工房でミシンを踏む。	




宍戸正利さん	
 千田ひろ子さん	




イラストレータ・黒田征太郎氏が訪問した時に	
  
残したイラストとGANBAARE	
  の文字。	
  

千田さんが着る T	
  シャツも黒田氏が寄贈したイラストだ。	




試作品の数々	




室町時代より、気仙沼の漁師は古くなった 帆布
を切り、それを腰に巻き付けていた。	
  
それが、気仙沼の帆前掛けの始まりである。	
  
しかし時代とともに需要が変化し、前掛け以外の
製品が帆布で作られるようになった。	
  

風呂敷	
  
気仙沼を象徴する４印	
  
-­‐  かつお	
  
-­‐  海猫	
  
-­‐  黒松	
  
-­‐  山ツツジ	


GAMBAARE	
  サイトの写真	
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